
　
日
長
が
長
く
な
り
日
差
し
が
強
く
な
り
ま

す
。
日
中
の
換
気
を
行
い
、
ハ
ウ
ス
内
の
湿
度

を
下
げ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
夜
間
は
湿
度
が
高

く
な
り
や
す
い
の
で
、
循
環
扇
や
暖
房
機
を
活

用
し
湿
度
が
滞
留
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
葉
ヤ
ケ
・
果
ヤ
ケ
対
策
と
し
て
二

重
ビ
ニ
ー
ル
を
活
用
し
、
遮
光
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
曇
雨
天
の
場
合
は
雨
間
を
み
て
、
ハ
ウ
ス
谷

部
の
開
閉
を
行
い
な
が
ら
暖
房
機
を
使
用
し
、

ハ
ウ
ス
内
の
湿
度
を
で
き
る
だ
け
下
げ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
急
な
湿
度
変
化
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
朝
の
最
低
気
温
を
み
て
天
井
の
二
重
ビ
ニ
ー

ル
の
被
覆
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
灌
水
は
少
量
多
回
数
に
努
め
ま
し
ょ
う
。（
夕

方
ま
で
通
路
に
水
が
溜
ま
ら
な
い
事
）
ま
た
、

病
気
（
べ
と
病
・
う
ど
ん
こ
病
・
灰
色
か
び
病
）、

害
虫
（
ス
リ
ッ
プ
ス
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
）
の
定

期
的
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
樹
勢
の
低
下

に
よ
り
、
病
気
の
発
生
が
多
く
な
り
や
す
い
の

で
、
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
気
温
が
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
の
で
、
害
虫

も
飛
翔
し
や
す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
内
外
周
辺
の
雑
草
・
害
虫
防
除
を
早

い
段
階
か
ら
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
膝
高
期
（
葉
数
６
〜
７
枚
）

　
こ
の
時
期
は
雌
穂
の
粒
列
や
１
列
の
粒
数
を

決
定
す
る
時
期
で
気
象
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
蒸
し
込
み
に
よ
る
高
温
は
禁
物
で
す
。

　
換
気
が
重
要
な
管
理
と
な
り
ま
す
。
追
肥
時

期
で
も
あ
る
の
で
10
ａ
当
り
／
Ｎ
Ｋ
７
号
　
１

回
目
40
㎏
　
２
回
目
20
㎏
追
肥
を
行
う
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
除
草
剤

　
ブ
ル
ー
シ
ア
フ
ロ
ア
ブ
ル
希
釈
倍
数
２
０
０

０
倍

　
イ
ネ
科
雑
草
（
メ
ヒ
シ
バ
、
イ
ヌ
ビ
エ
等
）

広
葉
雑
草
（
イ
ヌ
ホ
ウ
ズ
キ
、
イ
チ
ビ
等
）
12

日
前
後
か
ら
効
果
が
で
ま
す
。

　
全
面
散
布
、
収
穫
45
日
前
ま
で
。
１
回
。

　
気
温
も
少
し
ず
つ
上
昇
し
、
ハ
ウ
ス
内
に
湿

度
が
こ
も
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
ま
め

な
換
気
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
白
斑
葉

枯
病
の
発
生
を
助
長
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
急
激
な
温
度
変
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

事
前
準
備
を
行
い
、
対
応
出
来
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
気
温
上
昇
に
伴
い
、
害
虫
も
動
き
出
し
ま
す
。

早
め
の
防
除
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
発
根
剤
は
こ
ま
め
に
利
用
し
、
草
勢
回
復
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
整
枝
、
摘
葉
管
理
を
重
点
的
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
後
半
に
葉
枝
の
混
み
に
よ
り
管
理
が
出

来
な
く
な
り
、
５
月
の
出
荷
量
に
影
響
し
ま
す

の
で
、
管
理
作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
き
続
き
、
疫
病
、
カ
ビ
類
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

の
予
防
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
抵

抗
性
回
避
の
為
に
同
じ
剤
を
続
け
て
散
布
す
る

の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
灌
水
は
少
量
・
多
回
数
を
基
本
と
し
、
土
壌

水
分
を
一
定
に
保
ち
極
端
な
管
理
を
避
け
灌
水

不
足
に
よ
る
乾
燥
、
チ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
発
生
を

防
ぐ
よ
う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
液
肥
は
、
出
来
る
だ
け
有
機
液
肥
を
主
体
と

し
て
施
用
し
、
発
根
促
進
剤
の
施
用
も
併
せ
て

行
い
、
根
の
張
り
を
促
し
て
く
だ
さ
い
。
地
温

が
上
昇
す
る
２
月
下
旬
頃
よ
り
草
勢
が
旺
盛
に

な
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
て
液
肥
を
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。
病
害
虫
の
発
生
が
増
え
て
き
ま
す
。

早
め
の
予
防
に
努
め
、
多
発
し
て
い
る
圃
場
で

は
散
布
間
隔
が
あ
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
連
続
散

布
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
は
時
期
が
遅
れ
な
い
よ
う
早

め
に
計
画
を
立
て
て
実
施
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
発
芽
前
の
灌
水
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
降
雨
が
少
な
い
為
、
灌
水
が
出
来
る
園

地
は
し
っ
か
り
灌
水
を
行
い
発
芽
を
揃
え
ま
し

ょ
う
。

　
芽
か
き
…
芽
か
き
の
時
期
は
遅
れ
る
と
養
分

の
浪
費
と
先
端
部
の
芽
が
強
く
伸
び
て
基
部
の

芽
が
貧
弱
に
な
る
の
で
、
展
葉
１
〜
２
枚
の
時

と
結
果
枝
誘
引
時
の
２
回
に
分
け
て
行
う
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
防
除
の
徹
底
】

○
時
期
…
３
月
中
旬
〜
下
旬

○
害
虫
…
ア
カ
ガ
ネ
サ
ル
ハ
ム
シ
・
コ
ガ
ネ
ム

　
シ
成
虫

○
病
害
…
晩
腐
病
・
黒
と
う
病
・
べ
と
病
・
褐

　
斑
病

　
収
穫
終
了
後
は
サ
イ
ド
ビ
ニ
ー
ル
を
巻
き
上

げ
、
温
度
を
下
げ
て
（
20
℃
以
下
）
管
理
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
灌
水
は
た
っ
ぷ
り
行
い
、

樹
勢
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
落
葉
が

激
し
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
窒
素
主
体
の
葉
面

散
布
と
速
効
性
肥
料
で
の
礼
肥
を
行
う
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
剪
定
は
３
月
い
っ
ぱ
い
で
終
わ
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
遅
く
て
も
４
月
上
旬
ま
で
。

※
剪
定
残
渣
は
病
害
虫
の
発
生
源
に
な
る
為
、

粉
砕
機
で
細
か
く
粉
砕
す
る
か
、
園
外
に
持
ち

出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
剪
定
後
の
肥
培
管
理
に
つ
い
て
は
、
完
熟
堆

肥
を
４
月
中
旬
に
10
ａ
当
た
り
２
〜
３
ｔ
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
中
の
園
地
に
つ
い
て
は

少
量
多
回
数
の
灌
水
を
実
施
し
、
果
実
の
萎
れ

等
が
発
生
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
剪
定
後
に
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
及
び
ハ
ダ
ニ
の
防

除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

農
産
園
芸
部
門

ハ
ウ
ス
胡
瓜

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

に
ら

ト
マ
ト
類

ぶ
ど
う

完
熟
き
ん
か
ん
（
ハ
ウ
ス
）

イ
チ
ゴ

農
営

ル
ファ
イ

農
作
業
メ
モ

３
月
号

児
湯
郡
市

子
牛
品
評
会

2月期大山裕治さん３度目のグランドチャンピオン

４席 永友 雅彦（川南、ゆな４、福晴茂、安福久、百合茂）
５席 佐藤 洋平（川南、れいこ、福之鶴、秀菊安、富久竜）
６席 阿部 成治（川南、ひまわり39、北美津久、勝忠平、安福久）
７席 黒木 秀治（都農、まさき42、孔明桜、富久竜、美穂国）

大山 裕治（川南、ひろみ１、孔明桜、美国桜、安福久）グランドチャンピオン

優等賞

67

大山裕治さん「ひろみ１」 永友雅彦さん「ゆな４」 佐藤洋平さん「れいこ」 阿部成治さん「ひまわり39」 黒木秀治さん「まさき42」

　２月３日、児湯家畜市場運営部は２月期郡
市子牛品評会を新富町の児湯地域家畜市場で
開きました。児湯郡管内および西都市から選
抜された49頭が出品され、厳正な審査の結果、
川南町の大山裕治さんの子牛「ひろみ１」が
グランドチャンピオンに輝きました。
　血統は、父「孔明桜」、母の父「美国桜」、
母の祖父「安福久」で、2025年４月28日生まれ。
　全国和牛登録協会宮崎県支部は「全体的に
発育良好で輪郭鮮明かつ体積豊かな牛が多か
った。中でもグランドチャンピオン牛は側方、

後方から見た前駆から後駆にかけての移行が
美しく、特に毛がやわらかく、質、密度とも
に良好だった」と高く評価しました。
　３度目のグランドチャンピオンに輝き、引
手を務めた大山伸哉さんは「元々毛の素質が
ある牛で、その良さを最大限に引き出せた。
その日で牛の姿勢が異なるため、しっかり観
察し、修正点を考えるように心がけている」
と話しました。
　その他の入賞者、地区、子牛の名前、血統
は次のとおりです。

　２月４日、宮崎県酪農青年女性連絡協議会は第12回酪農女性部ランチミーティングを宮崎
市のフェニックスシーガイアリゾートで開き、関係者を含めた54名が参加し、尾鈴管内から
は５名が出席しました。これは各地域の酪農に携わる女性が相互の交流を深めるとともに、日
頃の忙しさを忘れ、リフレッシュしてもらうことを目的に、毎年行われています。
　参加者はそれぞれ好きな料理を楽しみながら、和やかに意見交換を行いました。講演会も行
われ、アロマ獣医師の吉永まりさんが「女性のためのアロマケア」をテーマに、アロマの効能
や香りが心と体に与える効果などについて丁寧に説明しました。　また、５種類のアロマオイ
ルを使ったハンドクリーム作りも体験でき、参加者は好みの香りを選びながら、癒しのひとと
きを過ごしました。参加した方は、「料理はどれも美味しく、何より他の地域の方と交流でき、
とても貴重な時間だった」と笑顔で話しました。
　同会では、参加者が楽しみながら学べる企画や講演を今後も継続して開催する予定です。

第12回酪農女性部ランチミーティング開催 ／ ランチとアロマでリフレッシュ！

　１月28日、資材課は肥料即売会をあぐりセンターと都農資材センターで開催しました。これはＪＡ自己改革の取り組みの一環
として、未だ肥料価格が高騰している中、組合員の皆様に少しでも安く提供するため年に数回開催しています。
　今回は、露地野菜に多用されるみやざきエコベジ352を通常価格の約５％引きで販売し、14
名の生産者が合わせて446袋を購入しました。購入した組合員の方は「肥料や資材と値上がり
が続く中で、少しでも安く買えることがありがたい」と話しました。
　また、農業経営の支援として生産コスト抑制を目的に、水稲基肥肥料４品目を対象とした価
格高騰対策も行いました。　※現在は受付を終了しています。

肥料即売会を開催 ／ 安価で提供

肥料の積み込み


